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原子力施設の機器・設備において、周期特性の多様性を考慮した耐震対策を行うために、システム解析コ

ードの開発を行った。 
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1. 緒言 

原子力発電所の安全性を向上させる上で、多重性・多様性・独立性を持たせることでリスクの低減を図っ

ていくことが重要である。地震に対しては共通原因故障を避けるために、安全上重要な機器に多様性を持た

せることで損傷リスクの低減を図ることが必要であると言われている。しかしながら、実機レベルで多様性

の効果を定量的に評価するプラットフォームがないのが現状である。本稿では、SSC の周期特性の多様性を

考慮したシステム解析を行うために開発したコードについて報告する。 

 

2. 周期特性の多様性を考慮したシステム解析コードの開発方法 

地震ハザード解析により、実サイトを

想定して得られたマグニチュードと震

源距離の各組合せについて、Morikawa 

and Fujiwara[1]の提案した距離減衰式を

用いて応答スペクトルの中央値を算出

し、Baker and Cornell [2]の周期間相関を

考慮することで、ばらつきを考慮した。

機器設置位置における応答加速度は、安

井・他[3]の床応答スペクトル直接計算法

と建屋および機器の動特性情報を基に

スペクトルモーダル解析法により算出

した。次に、機器の耐力と応答を比較し、

損傷判定を行った。 
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図１ システム解析コードの開発方法フロー 
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